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金
の
問
題
で
あ
る
。
国
民
年
金
は
二
五
年
の
長
期
に
わ
た
る
掛
金
を
必
要
と

し
て
い
る
性
格
上
、
比
較
的
短
期
間
の
滞
在
者
を
含
ん
で
い
る
在
日
外
国
人

に
適
用
す
る
こ
と
は
む
ず
か
し
く
苦
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

、
法
務
省
、
（
人
権
擁
護
局
長
鬼
塚
賢
太
郎
、
人
権
擁
護
課
長
加
藤

靖
明
）

基
本
的
に
は
賛
成
で
あ
る
。
問
題
と
し
て
は
出
入
国
管
理
令
と
の
か
ね
あ

い
、
さ
ら
に
Ｂ
規
約
の
二
○
条
に
あ
る
戦
争
と
差
別
憎
一
悪
宣
伝
に
対
す
る
法

的
規
制
の
問
題
で
あ
っ
た
か
、
前
者
に
つ
い
て
は
明
る
い
見
通
し
を
持
っ
て

お
り
、
後
者
の
問
題
に
つ
い
て
も
憲
法
に
は
戦
争
放
棄
と
差
別
撤
廃
の
条
項

か
あ
る
の
で
言
論
の
自
由
と
の
関
連
に
お
い
て
も
問
題
は
な
い
と
い
う
判
断

に
達
し
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
国
際
人
権
規
約
の
早
期
批
准
に
つ
と
め
た
い
。

、
外
務
省
、
（
国
連
局
外
務
参
事
官
小
林
俊
二
、
国
連
局
社
会
課
長

丸
山
俊
二
）

外
務
省
と
し
て
は
早
期
批
准
に
と
り
く
ん
で
お
り
八
○
’
九
○
％
は
批
准

し
て
も
問
題
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

た
だ
問
題
と
し
て
は
以
下
の
諸
点
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

｜
高
等
教
育
無
償
化
の
問
題
（
Ａ
規
約
一
三
条
の
Ｃ
）

二
戦
争
と
差
別
憎
悪
宣
伝
の
法
的
禁
止
の
問
題
（
Ｂ
規
約
二
○
条
）

三
社
会
保
障
の
中
で
国
民
年
金
、
児
童
手
当
等
を
在
日
外
国
人
に
も

適
用
す
る
問
題
（
Ａ
規
約
第
六
条
）

し
か
し
な
が
ら
外
務
省
と
し
て
は
次
斯
国
会
で
Ａ
規
約
と
Ｂ
規
約
の
両
者

の
批
准
を
め
ざ
し
て
精
一
杯
ぶ
つ
か
る
覚
悟
で
目
下
作
業
の
ピ
ッ
チ
を
あ
げ

て
い
る
。

急
に
研
究
作
業
を
展
開
し
追
い
こ
み
の
論
点
を
ま
と
め
る
必
要
が
あ
る
。

、
労
働
省
、
（
国
際
労
働
課
長
石
田
均
）

⑪
基
本
問
題
ｌ
基
本
的
に
は
趣
旨
に
賛
成
で
は
あ
る
が
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
八
七
号

条
約
の
批
准
の
経
過
が
あ
っ
て
、
国
際
法
の
批
准
に
あ
た
っ
て
は
国

内
法
を
ま
ず
整
備
し
て
か
ら
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
の
で
時
間
が
か

か
っ
て
い
る
。

②
個
別
課
題
と
し
て
は
大
ま
か
に
い
っ
て
四
点
の
問
題
が
あ
る
。

一
Ａ
規
約
六
条
の
第
一
項
に
「
本
規
約
の
当
時
国
は
あ
ら
ゆ
る
人

が
自
由
に
選
択
ま
た
は
受
諾
す
る
労
働
に
よ
っ
て
生
計
を
た
て
る

機
会
を
得
る
…
…
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
に
あ
る
「
あ
ら
ゆ
る
人
」

と
い
う
字
句
が
外
国
人
も
含
ん
で
い
る
の
か
ど
う
か
。
労
働
省
と

し
て
は
外
国
人
の
安
い
労
働
力
を
雇
い
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本

の
労
働
者
の
生
活
を
圧
迫
し
な
い
た
め
に
基
本
的
に
は
外
国
人
労

働
者
の
雇
い
入
を
認
め
な
い
と
い
う
政
策
を
と
っ
て
お
り
、
こ
の

問
題
の
調
整
を
や
っ
て
い
る
。

二
Ａ
規
約
七
条
の
ａ
の
⑩
に
「
正
当
な
賃
金
お
よ
び
い
か
な
る
…

…
こ
と
に
女
子
は
男
子
の
享
有
す
る
労
働
条
件
に
劣
ら
な
い
労
働

条
件
と
同
一
労
働
に
対
す
る
同
一
賃
金
と
を
保
障
さ
れ
る
」
と
あ

る
が
、
日
本
の
労
働
基
準
法
に
は
「
労
働
条
件
に
差
を
つ
け
て
は

な
ら
な
い
」
と
い
う
条
約
は
な
く
、
女
子
に
は
保
護
規
定
（
例
え

ば
一
定
の
重
労
働
の
禁
止
、
生
逗
休
暇
等
）
を
し
て
い
る
が
、
こ

の
点
が
人
権
規
約
と
ふ
れ
な
い
か
検
討
を
深
め
て
い
る
。

三
Ａ
規
約
七
条
の
ｄ
項
に
「
休
息
、
休
暇
お
よ
び
労
働
時
間
の
合

理
的
制
限
お
よ
び
定
期
的
有
給
休
暇
な
ら
び
に
公
休
曰
に
対
す
る

報
酬
」
と
あ
る
が
忌
日
本
で
は
公
休
曰
に
対
す
る
報
酬
に
つ
い
て

は
労
使
間
で
定
め
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も

調
整
中
で
あ
る
。

四
Ａ
規
約
八
条
の
ｄ
項
に
「
同
盟
罷
業
の
権
利
、
た
だ
し
、
そ
の

国
の
法
律
に
合
致
し
て
行
使
さ
れ
る
こ
と
を
要
す
る
」
と
あ
る
が
、

日
本
の
現
行
法
で
は
公
務
員
の
ス
ト
は
「
禁
止
」
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
検
討
し
た
い
。

、
文
部
省
、
（
企
画
連
絡
課
長
七
田
基
弘
）

⑩
基
本
問
題
ｌ
政
府
は
国
連
で
賛
成
の
一
票
を
と
う
じ
て
き
た
が
、
そ
れ

が
必
ず
し
も
即
国
内
で
批
准
す
る
こ
と
で
は
な
い
し
、
や
り
方
、
手

段
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
に
合
わ
せ
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

②
具
体
的
な
問
題
と
し
て
は
二
点
の
問
題
が
あ
る
。

一
Ａ
規
約
の
一
一
一
一
条
の
二
の
ａ
項
に
「
初
等
教
育
は
す
べ
て
の
者

に
と
っ
て
義
務
的
で
あ
り
…
…
」
と
あ
る
が
、
す
べ
て
の
者
に
は

在
日
外
国
人
が
含
ま
れ
て
お
り
、
日
本
の
国
家
の
教
育
方
針
を
義

務
づ
け
る
こ
と
に
な
る
点
が
問
題
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

二
Ａ
規
約
の
一
一
の
Ｃ
項
に
「
高
等
教
育
は
、
能
力
本
位
で
、
あ
ら

ゆ
る
適
切
な
手
段
に
よ
っ
て
、
な
ら
び
に
特
に
漸
進
的
に
無
償
教

育
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
者
に
ひ
と
し
く
開
放

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
が
、
日
本
で
は
高
等
教
育
は

若
干
国
が
負
担
し
て
い
る
と
し
て
も
、
原
則
と
し
て
受
益
者
負
担

と
な
っ
て
お
り
、
極
め
て
難
か
し
い
問
題
と
考
え
て
い
る
。

、
厚
生
省
、
（
保
険
課
長
金
田
伸
二
、
保
険
局
長
八
木
哲
夫
）

基
本
的
に
は
趣
旨
に
賛
成
で
あ
る
が
、
問
題
に
な
っ
て
い
る
点
は
国
民
年

ア
メ
リ
カ
の
カ
ー
タ
ー
大
統
領
は
、
五
日
国
連
本
部
で
国
際
人
権
規
約
の

う
ち
Ａ
規
約
と
Ｂ
規
約
の
二
つ
に
署
名
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
フ
ラ
ン
ス
と

日
本
が
残
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
が
フ
ラ
ン
ス
は
す
で
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
権

条
約
を
批
准
し
て
お
り
、
国
際
人
権
規
約
の
批
准
は
別
段
必
要
と
し
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
で
、
い
ま
だ
に
批
准
し
て
い
な
い
日
本
に
対
す
る
国
際
的
な

批
判
と
疑
惑
は
い
や
が
上
に
も
強
ま
ら
ざ
る
を
え
ず
、
こ
う
し
た
国
際
的
な

圧
力
と
わ
が
大
阪
府
民
会
議
を
は
じ
め
と
す
る
国
内
で
の
批
准
を
求
め
る
運

動
が
結
合
す
る
な
ら
ば
、
次
期
通
常
国
会
で
の
批
准
は
実
現
可
能
で
あ
る
。

こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
て
大
き
く
批
准
要
請
運
動
を
盛
り
上
げ
よ
う
！

国
際
人
権
規
約
の
早
期
批
准
を
求
め
る
決
議
が
各
方
面
か
ら
出
て
い
ろ
。

府
民
会
議
の
要
請
に
よ
っ
て
一
○
月
八
日
現
在
以
下
の
市
町
村
の
決
議
が
上

っ
て
い
る
。

／
議
会
決
議
状
況
／
’
○
月
八
日
現
在
二
四

豊
中
市
（
六
／
｜
｜
）
・
吹
田
市
（
六
／
四
）
・
池
田
市
（
六
／
二
一
一
一
）
・

摂
津
市
（
六
／
二
四
）
・
高
槻
市
（
六
／
二
八
）
・
八
尾
市
（
七
／
一
五
）

・
熊
取
町
（
八
／
九
）
・
島
本
町
（
八
／
’
○
）
・
豊
能
町
（
九
／
九
）
・

貝
塚
市
（
九
／
’
○
）
・
岬
町
（
九
／
一
四
）
・
藤
井
寺
市
（
九
／
二
○

ア
メ
リ
カ
の
カ
ー
タ
ー
大
統
領
、
国
際
人
権
規
約
に
調
印
！
！

残
さ
れ
た
の
は
日
本
だ
け
！
！
！

各
方
面
の
決
議
が
続
々
と
出
て
い
る
！
！
！
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・
守
口
市
（
九
／
二
一
一
）
・
干
早
赤
坂
村
（
九
／
’
’
一
｜
）
・
枚
方
市
（
九
／

’
’
四
）
・
門
真
市
（
九
／
二
七
）
・
高
石
市
（
九
／
二
七
）
・
四
条
畷
市

（
九
／
一
一
六
）
・
大
東
市
（
九
／
二
九
）
・
寝
屋
川
市
（
九
／
一
一
一
○
）
・
泉

南
市
（
九
／
二
八
）
・
和
泉
市
（
一
○
／
七
）
・
泉
佐
野
市
（
九
／
三
○
）

・
狭
山
町
（
一
○
／
｜
｜
｜
）
・
田
尻
町
（
九
／
二
九
）
・
忠
岡
町
（
九
／
二
八
）

・
松
原
市
（
九
／
三
○
）

注
大
阪
府
・
市
に
対
し
て
は
去
る
九
月
一
三
日
に
一
一
度
目
の
要
請
を
行

っ
た
が
、
再
度
ダ
メ
お
し
の
要
請
を
行
う
必
要
あ
り

又
、
大
阪
総
評
も
第
一
三
回
大
会
に
お
い
て
下
の
よ
う
に
決
議
を
行
っ
た
。

国
際
人
権
規
約
即
時
批
准
に
関
す
る
決
議

世
界
平
和
を
確
立
す
る
に
は
、
す
べ
て
の
国
が
人
民
に
対
し
て
人
権
を
保
障
す
る
こ

と
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
か
ら
世
界
人
権
宣
言
が
発
せ
ら
れ
た
。
そ
し
て

一
九
六
六
年
の
国
連
総
会
に
お
い
て
、
世
界
人
権
宣
一
一
一
一
つ
の
理
念
を
具
体
化
し
、
国
際
条

約
と
し
て
の
強
制
力
を
も
っ
た
国
際
人
権
規
約
が
き
め
ら
れ
た
。

し
か
る
に
日
本
政
府
は
い
ま
だ
に
検
討
中
と
か
、
国
内
法
と
の
調
整
を
□
実
に
批
准

を
こ
ば
み
つ
づ
け
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
日
本
政
府
の
人
権
無
視
の
態
度
に
対
し

て
闘
い
を
つ
よ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
日
四
六
ケ
国
が
批
准
し
て
い
る
と
い
う
世
界
的
流
れ
の
中
て
、
ま
た
世
界
に
誇
る

平
和
、
民
主
、
人
権
を
保
障
し
た
憲
法
を
も
つ
わ
が
国
で
、
い
ま
だ
批
准
し
て
い
な
い

の
は
、
我
々
の
運
動
の
弱
さ
と
い
え
よ
う
。

憲
法
以
上
に
具
体
的
に
基
本
的
人
権
を
明
記
し
、
内
外
人
平
等
の
原
則
に
た
つ
国
際

人
権
規
約
は
思
想
差
別
、
部
落
差
別
、
ア
イ
ヌ
差
別
、
朝
鮮
人
差
別
、
男
女
差
別
、
障

害
者
差
別
な
ど
の
差
別
を
根
絶
す
る
武
器
と
も
な
る
。

こ
の
国
際
人
権
規
約
批
准
を
さ
せ
る
た
め
、
国
際
人
権
規
約
批
准
促
進
大
阪
府
民
会

議
と
と
も
に
大
阪
地
評
の
組
織
を
あ
げ
て
闘
う
こ
と
を
こ
こ
に
決
議
す
る
。

③
人
権
問
題
に
関
す
る
関
心
を
大
き
く
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
せ
る
。

三
期
間

一
一
一
月
二
日
か
ら
一
一
一
日
の
一
○
日
間
程
度

四
人

Ｍ
・
シ
ニ
ラ
イ
バ
ー
夫
妻

五
主
な
企
画

①
講
演

二
回
（
大
阪
市
一
一
一
／
七
・
府
民
会
議
一
二
／
’
○
）

②
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

二
回
（
大
阪
市
・
大
阪
府
・
府
民
会
議
）

③
テ
レ
ビ
出
演

三
回
（
大
阪
市
・
大
阪
府
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）

六
実
行
委
員
会

①
府
民
会
議

②
府
・
市

③
そ
の
他

（
シ
ー
ー
ラ
イ
バ
ー
夫
妻
と
の
窓
ロ
は
井
上
一
成
議
員
に
依
頼
す
る
）

七
予
算

①
分
担
金

②
集
会
収
入

去
る
一
○
月
六
日
臨
時
国
会
で
社
会
党
の
高
沢
副
委
員
長
が
代
表
質
問
の

開
会
中
の
臨
時
国
会
の
代
表
質
問
で
社
会
党
の
高
沢
副
委
員
長

が
福
田
首
相
に
代
表
質
問

周
知
の
よ
う
に
一
二
月
四
日
’
一
○
日
ま
で
は
人
権
週
間
で
あ
る
。
と
く

に
今
年
の
人
権
週
間
は
日
本
国
憲
法
が
制
定
さ
れ
て
三
○
年
、
更
に
は
国
際

人
権
規
約
を
日
本
国
に
批
准
さ
せ
る
大
き
な
山
場
を
む
か
え
て
い
る
と
い
う

点
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。

従
っ
て
、
大
阪
府
民
会
議
と
し
て
も
以
下
の
要
綱
に
あ
る
よ
う
に
、
国
連

の
前
人
権
部
長
で
あ
っ
た
マ
ル
ク
・
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
を
招
跨
し
た
企
画

を
考
え
て
い
る
が
、
各
団
体
に
お
い
て
も
創
意
あ
る
と
り
く
み
が
な
さ
れ
る

よ
う
要
請
鰯
す
る
。

Ｍ
・
シ
ニ
ラ
イ
パ
ー
氏
（
前
国
連
人
権
局
長
）
招
聴
に
関
す
る
要
綱

（
七
七
一
○
・
八
）

｜
は
じ
め
に

①
人
権
週
間
の
企
画
の
メ
イ
ン
と
し
て
前
国
連
人
権
部
長
を
招
鱈
す
る

②
国
際
人
権
規
約
大
阪
府
民
会
議
が
中
心
に
な
り
、
大
阪
府
・
市
等
の

協
力
を
え
て
招
跨
す
る

二
ね
ら
い

①
世
界
的
な
人
権
状
況
、
と
く
に
国
際
人
権
規
約
を
め
ぐ
る
人
権
状
況

を
学
ぶ
。

②
日
本
の
人
権
状
況
、
特
に
部
落
問
題
や
婦
人
問
題
・
在
日
外
国
人
等

を
知
っ
て
も
ら
う
。
（
国
連
の
中
へ
）

中
で
国
際
人
権
規
約
に
関
す
る
追
求
を
行
い
、
福
田
総
理
よ
り
「
趣
旨
に
は

大
い
に
賛
成
で
あ
り
、
締
約
国
と
な
る
べ
く
作
業
を
進
め
て
い
る
」
と
の
回

答
を
引
き
出
し
て
い
る
。

な
お
質
問
と
回
答
の
要
旨
は
以
下
の
と
う
り
。

①
高
沢
副
委
員
長
（
社
会
党
）
の
質
問

「
最
後
に
私
は
、
福
田
総
理
の
政
治
姿
勢
に
関
連
し
て
三
つ
の
点
を
お
た

ず
ね
い
た
し
ま
す
。

第
一
は
国
際
人
権
規
約
の
批
准
の
問
題
で
あ
り
ま
す
。
御
承
知
の
通
り
、

世
界
人
権
胄
｜
言
が
採
択
さ
れ
た
の
は
一
九
四
七
年
の
第
一
一
一
回
国
連
総
会
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
宣
言
は
あ
く
ま
で
道
義
的
な
宣
一
一
一
一
口
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
う
け
て
、
一
九
六
六
年
の
第
二
一
回
国
連
総
会
に
お
い
て
、
国

際
人
権
規
約
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
国
際
人
権
規
約
は
昨
年
の
国
連
総

会
で
正
式
に
効
力
が
発
生
し
ま
し
た
。
国
際
人
権
規
約
が
世
界
人
権
宣
言
と

決
定
的
に
ち
が
う
と
こ
ろ
は
、
参
加
国
に
対
し
て
法
的
拘
束
力
を
も
つ
点
で

あ
り
ま
す
。

わ
が
国
は
ま
だ
国
際
人
権
規
約
に
参
加
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
す
み
や
か
に

こ
れ
に
参
加
し
て
批
准
の
手
続
き
を
と
る
べ
き
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
わ
が

国
憲
法
で
あ
る
基
本
的
人
権
保
障
の
原
則
を
い
っ
そ
う
強
固
な
も
の
に
す
べ

き
で
あ
り
ま
す
。
総
理
の
お
考
え
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
」

②
福
田
総
理
の
回
答

「
国
際
人
権
規
約
に
つ
い
て
は
、
そ
の
趣
旨
に
大
い
に
賛
成
で
あ
り
、
わ

が
国
が
締
約
国
と
な
る
べ
く
目
下
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
」

人
権
週
間
に
む
け
た
と
り
く
み
を
始
め
よ
う
！
！
！

一
九
七
七
年
九
月
二
一
日

総
評
大
阪
地
評
第
一
一
二
回
定
期
大
会




